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【 

提 

言 

】 
一 
国
防
政
策
官
庁
と
し
て
の
防
衛
省
の
地
位
役
割
の
確
立 

（
一
）
防
衛
省
の
自
衛
隊
管
理
省
的
性
格
を
廃
し
、
「
国
防
の
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
わ
が
国
の
国
防
を
総
合
的
か
つ
統
括
的
に
所
掌
す
る

真
の
国
防
政
策
主
務
官
庁
と
し
て
の
地
位
役
割
を
付
与
せ
よ 

 

（
二
）
戦
後
体
制
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
他
省
庁
が
担
任
し
て
い
る
が
、
本
来
は
国
防
機
構
が
担
う
べ
き
役
割
を
防
衛
省
の
任
務
・
所
掌
事
務
と

し
て
移
管
（
復
帰
）
さ
せ
よ 

ア 

厚
生
労
働
省
か
ら
、
「
引
揚
援
護
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
、
未
帰
還
者
留
守
家
族
等
の
援
護
及
び
旧
陸
海
軍
の
残
務
の
整
理
」

並
び
に
戦
没
者
の
国
家
慰
霊
の
任
務
・
所
掌
事
務
を
移
管 

イ 

経
済
産
業
省
か
ら
、
「
武
器
等
製
造
法
」
の
所
管
を
移
管
す
る
か
、
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
防
衛
装
備
品
の
製
造
等
に
つ
い
て

は
同
法
の
適
用
除
外
と
し
、
新
た
に
「
防
衛
力
整
備
の
た
め
の
武
器
等
の
製
造
並
び
に
防
衛
産
業
の
育
成
及
び
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤

の
維
持
に
関
す
る
法
律
（
仮
称
）
」
を
制
定
し
て
同
事
務
を
所
掌 

ウ 

若
年
定
年
制
お
よ
び
任
期
制
に
伴
な
う
退
職
自
衛
官
の
再
就
職
援
護
業
務
は
、
厚
生
労
働
省
（
職
業
安
定
機
関
）
お
よ
び
船
員
関
連

に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
を
通
じ
て
実
施
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
防
衛
省
の
所
掌
事
務
と
し
て
直
接
行
え
る
よ
う

に
規
定 

（
三
）
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
を
防
衛
省
の
新
た
に
任
務
・
所
掌
事
務
に
付
え
よ 

（
四
）
「
防
衛
省
」
を
「
国
防
省
」
へ
改
称
せ
よ 

 

二 

防
衛
省
の
中
央
組
織
を
「
制
服
に
対
す
る
文
官
優
位
、
官
僚
統
制
に
よ
る
自
衛
隊
支
配
」
の
組
織
か
ら
「
政
治
優
先
」
の
組
織
へ
の
回
帰 

（
一
）
文
官
（
背
広
）
組
と
制
服
組
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
防
衛
大
臣
を
補
佐
す
る
均
衡
型
の
組
織
に
改
め
よ 

ア 

事
務
次
官
は
行
政
部
門
を
代
表
し
、
ま
た
統
合
幕
僚
長
は
軍
事
部
門
を
代
表
し
て
大
臣
を
補
佐
す
る
こ
と
と
し
、
両
者
を
同
格
に
位

置
付
け
よ
。
行
政
問
題
と
軍
事
問
題
の
均
衡
・
節
調
を
図
る
の
は
、
最
終
的
に
は
自
衛
隊
の
隊
務
を
統
括
す
る
防
衛
大
臣
の
責
任
で
あ

る
。 



イ 

内
局
は
、
国
防
に
つ
い
て
の
一
般
行
政
分
野
の
担
当
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
せ
よ
い
。
こ
の
際
、
行
政
の
専
門
家
で
あ
る
文

官
（
背
広
）
と
軍
事
運
用
の
専
門
家
で
あ
る
制
服
を
混
合
配
置
し
、
両
者
の
融
合
と
一
体
的
な
業
務
遂
行
を
図
る
も
の
と
す
る 

（
二
）
自
衛
隊
の
指
揮
命
令
系
統
を
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
防
衛
大
臣
、
次
い
で
統
合
幕
僚
長
を
経
て
統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
に
至
る
よ
う
厳

密
に
一
元
化
せ
よ
。
こ
の
た
め
、
統
合
幕
僚
監
部
の
各
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
内
局
・
運
用
企
画
局
は
廃
止
せ
よ
。 

（
三
）
防
衛
参
事
官
制
度
（
防
衛
省
設
置
法
第
７
条
）
を
廃
止
す
る
か
、
制
度
本
来
の
趣
旨
に
合
致
す
る
よ
う
是
正
せ
よ
。 

ま
た
、
官
房
長
・

局
長
が
幕
僚
長
を
統
制
す
る
制
度
（
防
衛
省
設
置
法
第
１
２
条
）
を
廃
止
せ
よ 

付
表 

「
防
衛
省
・
自
衛
隊
組
織
の
在
る
べ
き
姿
」 

 

○ 

シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

一 

シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
真
意
を
曲
解
し
、
あ
る
い
は
捻
じ
曲
げ
て
作
ら
れ
た
防
衛
省
の
組
織
・
法
令
を
是
正
せ
よ
。 

特
に
、 

 
 

「
制
服
に
対
す
る
文
官
優
位
、
官
僚
統
制
に
よ
る
自
衛
隊
支
配
」
の
組
織
、
防
衛
参
事
官
制
度
（
防
衛
省
設
置
法
第
７
条
）
お
よ
び
官
房

長
・
局
長
が
幕
僚
長
を
統
制
す
る
制
度
（
防
衛
省
設
置
法
第
１
２
条
） 

二 

防
衛
大
臣
に
は
、
自
衛
隊
の
隊
務
を
統
括
す
る
に
相
応
し
い
適
任
者
を
当
て
、
頻
繁
な
交
代
を
避
け
よ 

三 

シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
「
主
権
を
持
つ
国
民
又
そ
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
の
意
思
に
よ
っ
て
自
衛
隊
が
整
備
・
運
用
さ
れ
る
」

こ
と
（
防
衛
白
書
）
の
基
本
精
神
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
制
度
を
確
実
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、
憲
法
改
正
時
に
は
、
国
民
の
「
国

防
の
義
務
」
を
明
記
せ
よ 

 

○ 

防
衛
に
係
わ
る
法
制
・
制
度 

一 

「
警
察
官
職
務
執
行
法
」
か
ら
脱
却
し
、
国
際
法
規
慣
例
を
基
準
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
に
よ
る
法
制
に
改
め
よ 

二 

自
衛
官
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
軍
人
と
し
て
の
身
分
を
確
立
し
、
そ
れ
に
相
応
し
い
権
利

義
務
及
び
処
遇
を
付
与
せ
よ 

三 

憲
法
改
正
時
に
は
、
軍
法
の
制
定
と
特
別
裁
判
所
と
し
て
の
軍
事
裁
判
所
の
設
置
に
つ
い
て
規
定
せ
よ 



【 

提
言
を
行
う
趣
旨 

】 

 
日
本
の
国
防
機
構
は
、
敗
戦
と
と
も
に
悉
く
解
体
さ
れ
、
わ
が
国
の
歴
史
の
な
か
で
一
時
断
絶
の
憂
き
目
を
み
た
。
し
か
も
現
行
憲
法
は
、
米

国
（
連
合
国
）
に
よ
る
日
本
の
非
武
装
化
・
弱
体
化
を
究
極
の
目
的
と
す
る
占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
押
し
付
け
ら
れ
た
。
憲
法
前
文
の
い
わ
ゆ

る
「
平
和
主
義
」
や
第
九
条
の
「
戦
争
の
放
棄
、
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
」
の
規
定
に
よ
っ
て
、
独
立
国
が
当
然
保
有
す
る
主
権
で
あ
る
自
衛

権
ま
で
極
限
さ
れ
、
「
国
防
な
き
憲
法
」
と
い
う
致
命
的
欠
陥
を
持
っ
た
憲
法
と
し
て
制
定
運
用
さ
れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
戦
後
わ
が
国
の
国
防

及
び
そ
の
中
核
で
あ
る
軍
事
に
係
わ
る
事
項
は
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
極
め
て
疎
か
に
さ
れ
、
国
の
政
策
の
面
及
び
組
織
の
面
か
ら
も
抜
け
落
ち
、

あ
る
い
は
意
識
的
に
忌
避
さ
れ
て
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
き
た
。 

現
在
の
防
衛
省
の
前
身
で
あ
る
警
察
予
備
隊
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
を
契
機
と
し
て
占
領
下
の
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
八
月
、
ポ
ツ
ダ

ム
政
令
を
根
拠
と
し
て
急
遽
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
は
警
察
の
活
動
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
、
警
察
力
を
補
完
す
る
治
安
維
持
部
隊
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
七
月
に
保
安
隊
に
改
組
さ
れ
た
が
、
そ
の
性
格
は
同
じ
く
治
安
維
持
機
関
で
あ
っ
た
。 

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
六
月
二
日
、
防
衛
庁
設
置
法
な
ら
び
に
自
衛
隊
法
が
制
定
さ
れ
、
国
土
防
衛
を
主
任
務
と
す
る
主
権
国
家
の
武

装
部
隊
（
ア
ー
ム
ド
・
フ
ォ
ー
ス
）
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
防
衛
庁
は
自
衛
隊
を
管
理
運
営
す
る
任
務
に
止
ま
り
、
以
来
、
揶
揄
的
に
「
自
衛

隊
管
理
庁
」
と
い
わ
れ
て
来
た
通
り
、
ひ
た
す
ら
「
内
向
き
、
下
向
き
」
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
行
動
時
の
権
限
は
、

警
察
予
備
隊
と
し
て
の
生
い
立
ち
の
軛
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
引
き
続
き
警
察
官
職
務
執
行
法
に
準
じ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

警
察
予
備
隊
創
設
に
際
し
、
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
旧
内
務
省
出
身
の
警
察
官
僚
で
あ
っ
た
。
そ
の
組
織
編
成
の
理
論
的
支
柱
と
し
た
の
が
、

占
領
米
軍
か
ら
示
さ
れ
た
「
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
が
述
べ
て
い
る
「
政
治
の
手
段
と
し
て
の
軍
事
」
、
あ
る
い
は
「
政
治
目
的
に
従
属
す
る
軍
事
」
と
い
う
政
軍
関
係
（
シ
ビ
ル
・
ミ
リ
タ
リ
ー
・

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
の
本
旨
を
担
保
す
る
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
国
で
は
「
文
民
統
制
」
と
翻
訳
さ
れ
、
実
力
部
隊
で
あ
る
制
服
組
の
地
位

役
割
を
極
力
低
減
し
、
列
国
に
は
見
ら
れ
な
い
「
制
服
に
対
す
る
文
官
優
位
」
、「
官
僚
統
制
に
よ
る
自
衛
隊
支
配
」
の
特
異
な
体
制
を
作
り
上
げ

た
。
じ
来
こ
の
体
制
は
、
保
安
庁
を
経
て
防
衛
庁
、
防
衛
省
に
踏
襲
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
防
衛
大
臣
、
統

合
幕
僚
長
を
経
て
統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
に
一
元
的
に
至
る
べ
き
自
衛
隊
の
指
揮
命
令
（
軍
令
）
系
統
に
、
指
揮
権
が
な
く
国
民
に
責
任
を
負
わ

な
い
文
官
官
僚
の
介
在
・
介
入
を
許
す
仕
組
み
が
当
然
の
ご
と
く
維
持
さ
れ
て
い
る
。 



長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
防
衛
庁
の
省
昇
格
は
、
そ
の
創
設
か
ら
半
世
紀
余
り
経
っ
た
平
成
十
八
年
、
改
革
を
掲
げ
る
小
泉
政
権
に
よ
っ
て
「
防

衛
省
設
置
法
案
」
が
決
定
さ
れ
、
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
を
最
重
要
の
政
策
課
題
と
し
た
安
倍
首
相
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

っ
て
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
一
月
九
日
に
よ
う
や
く
達
成
さ
れ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
防
衛
省
設
置
法
は
、
単
に
防
衛
庁
を
防
衛
省
に
、
防
衛
庁
長
官
を
防
衛
大
臣
と
言
い
換
え
た
だ
け
で
、
任
務
、
所
掌
事
務
、

組
織
等
は
防
衛
庁
と
全
く
変
わ
ら
ず
、
自
衛
隊
管
理
官
庁
か
ら
一
歩
も
抜
け
出
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
の
が
省
昇
格
の
実
態
で
あ
る
。 

防
衛
庁
の
省
昇
格
は
、
戦
後
一
端
途
切
れ
た
国
防
組
織
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
興
し
、
治
安
維
持
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
警
察
予

備
隊
以
来
積
も
り
積
も
っ
た
組
織
の
問
題
や
欠
陥
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
以
降
の
厳
し
い
世
界
の
現
実
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
国

家
の
要
請
に
十
分
応
え
得
る
よ
う
、
「
国
防
の
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
わ
が
国
の
国
防
体
制
を
発
展
的
か
つ
創
設
的
に
強
化
す
る
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。 

防
衛
省
に
あ
っ
て
は
、
省
へ
の
昇
格
を
果
た
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
と
前
後
し
て
防
衛
調
達
や
情
報
保
全
体
制
な
ど
に
由
々
し
い
問
題

が
発
生
し
た
。
特
に
、
事
務
方
ト
ッ
プ
で
あ
る
前
事
務
次
官
の
汚
職
事
件
は
創
設
以
来
前
代
未
聞
の
最
大
の
不
祥
事
で
あ
り
、
組
織
の
抜
本
的
改

革
を
避
け
て
通
れ
な
い
状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。 

日
本
郷
友
連
盟
は
、
一
昨
年
か
ら
防
衛
省
（
庁
）
の
問
題
点
と
そ
の
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
種
々
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
今
日
の
危
機
的
な
状
況
に
対
す
る
「
待
っ
た
な
し
」
の
省
改
革
に
一
石
を
投
じ
る
た
め
、
前
記
事
項
を
緊
急
に
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。 

現
在
、
防
衛
省
の
度
重
な
る
不
祥
事
を
受
け
て
、
総
理
官
邸
で
は
「
防
衛
省
改
革
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
、
防
衛
省
内
で
は
「
防
衛
省
改

革
推
進
チ
ー
ム
」
が
、
ま
た
与
党
・
自
民
党
で
は
「
防
衛
省
改
革
小
委
員
会
」
が
活
発
に
論
議
を
重
ね
、
近
々
、
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
が
行
わ
れ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
検
討
の
行
く
末
は
、
今
後
の
わ
が
国
の
平
和
と
独
立
や
安
全
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
平
和
と

安
定
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
広
く
世
論
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
脱
却
を
要
す
る
戦
後
体
制
に
対
す
る
歴
史

的
視
点
や
列
国
の
国
防
体
制
な
ど
を
踏
ま
え
た
国
際
的
視
座
を
も
っ
て
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
抜
本
的
解
決
に
向
け
た
検
討
が
な
さ
れ

る
よ
う
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。 

平
成
二
〇
年
五
月
七
日 

社
団
法
人
日
本
郷
友
連
盟 

 

会
長 

寺 

島 

泰 
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一般的行政 軍事専門的行政（防衛力の整備・維持） 

陸上自衛隊の

部隊 
海上自衛隊の

部隊 
航空自衛隊の

部隊 

大臣官房・各局 

官房長・各局長 

陸上幕僚監部 

陸上幕僚長 

海上幕僚監部 

海上幕僚長 

航空幕僚監部 

航空幕僚長 

統合幕僚監部

 
統合幕僚長 

統合任務部隊 

統合任務部隊指揮官 

自衛隊の指揮運用 

防衛省・自衛隊組織の在るべき姿（一案）              付表 
 

 
                                        ※ 大臣に対する補佐・幕僚システム  

                                          文官（背広）組と制服組の「均衡型」 

                                        ※ 自衛隊の指揮系統（太線） 

                                          内閣総理大臣→防衛大臣→統合幕僚長→統合任務 

                                         部隊指揮官 

                                        ※ 省設置法 12 条の破棄並びに現行防衛参事官制度 

                                         及び内局運用企画局の廃止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣総理大臣 

防衛大臣 
安全保障会議      

 
防衛副大臣 

大臣政務官（２） 

統合幕僚長 事務次官 
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（ 
防
衛
省
改
革
に
対
す
る
緊
急
提
言 

補
足
資
料 

） 
         

防
衛
大
臣
の
自
衛
隊
の
指
揮
監
督
権
に
つ
い
て 
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防
衛
大
臣
の
自
衛
隊
の
指
揮
監
督
権
に
つ
い
て 

 

○ 

防
衛
省
改
革
に
は
よ
り
本
質
的
な
論
議
と
慎
重
な
判
断
を 

報
道
に
よ
る
と
、
防
衛
大
臣
の
意
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
防
衛
省
改
革
案
は
、
大
臣
が
幕
僚
長
を
通
さ
ず
自
衛
隊
を
直
接
指
揮
す
る
案
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理

由
は
、
大
臣
が
使
い
や
す
い
組
織
に
変
え
た
い
と
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。 

防
衛
省
改
革
は
、
絶
対
に
失
敗
を
許
さ
れ
な
い
国
家
の
大
事
で
あ
る
。 

幸
い
省
内

で
の
意
見
不
一
致
に
よ
り
結
論
は
先
延
ば
し
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
大
臣
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
防
衛
省
改
革
の
方
向
が
妥
当
で
あ
る
の

か
、
本
質
的
な
論
議
と
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

○ 

普
遍
的
（
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
）
な
組
織
作
り
が
必
要 

石
破
大
臣
が
「
軍
事
オ
タ
ク
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
政
界
き
っ
て
の
軍
事
通
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
個
人
的
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。 

一
方
、
旧
軍
歴
を
有

す
る
政
治
家
は
ほ
と
ん
ど
政
界
を
去
り
、
戦
後
の
志
願
兵
制
度
の
下
で
軍
事
教
育
訓
練
を
受
け
た
政
治
家
は
希
少
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
防
衛
大
臣
に
就
任
す
る
政

治
家
が
軍
事
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
物
事
を
進
め
る
訳
に
は
行
か
な
い
。 

石
破
大
臣
が
使
い
や
す
い
組
織
が
後
任
の
大
臣
に
も
同
じ
と
は
限
ら
な

い
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
政
治
家
が
大
臣
に
就
任
し
て
も
防
衛
省
を
有
効
か
つ
的
確
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
普
遍
的
（
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
）
な
組
織
作
り
が
必
要
と
な
る
。 

平
成
十
三
年
の
中
央
省
庁
再
編
時
、
防
衛
庁
が
内
閣
府
の
外
局
に
留
め
置
か
れ
た
の
は
、
そ
の
方
が
自
衛
隊
を
指
揮
し
や
す
い
と
の
当
時
の
橋
本
総
理
の
意
向
に

従
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
が
た
め
に
、
懸
案
の
防
衛
庁
の
省
昇
格
が
長
年
に
わ
た
っ
て
果
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
を
貴
重
な
教
訓

と
し
て
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
二
十
七
万
余
の
隊
員
を
擁
し
、
多
種
多
様
で
重
層
化
さ
れ
た
サ
ブ
組
織
で
構
成
さ
れ
る
わ
が
国
最
大
の
国
家
組
織
で
あ
る
。 

そ
の
組
織

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
隊
員
一
人
一
人
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
サ
ブ
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
や
役
割
を
確
実
に
果
た
す
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。 

な
か
で
も
、
自
衛
隊
の
行
動
は
、
予
測
困
難
な
極
限
的
状
況
下
に
お
け
る
極
め
て
広
範
多
岐
に
わ
た
る
軍
事
専
門
集
団
の
活
動
の
集
積
で
あ
り
、
各
隊
員
の
職
責
の

完
遂
を
通
じ
て
組
織
が
全
体
と
し
て
機
能
し
、
任
務
達
成
に
向
う
。 

そ
れ
だ
け
に
、
個
々
の
隊
員
と
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
多
層
の
サ
ブ
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ

の
職
責
や
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
他
の
組
織
以
上
に
厳
し
く
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
巨
大
な
組
織
を
効
率
的
に
動
か
す
た
め
に
は
、
上
級
者
は
下
級
者

に
対
し
自
ら
の
権
限
の
一
部
を
適
宜
移
譲
し
て
自
主
裁
量
の
余
地
を
与
え
る
と
と
も
に
、
自
己
が
果
た
す
べ
き
職
責
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

近
年
、
軍

事
革
命
（
Ｒ
Ｍ
Ａ
）
の
世
界
で
単
純
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
あ
た
か
も
防
衛
省
中
央
か
ら
全
自
衛
隊
を
一
元
的
・
統
一
的
に
指
揮
運
用
で
き
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
な
誤
解
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 
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○ 

文
民
・
政
治
家
で
あ
る
防
衛
大
臣
の
職
責
は
重
大 

防
衛
大
臣
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
組
織
に
お
い
て
政
治
と
軍
事
の
接
点
に
位
置
し
、
単
な
る
行
政
官
庁
の
長
に
止
ま
ら
ず
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
揮
監
督
を
受

け
、
指
揮
系
統
上
の
次
級
者
と
し
て
三
自
衛
隊
を
指
揮
監
督
し
、
隊
務
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
る
。 

そ
の
平
時
に
お
け
る
職
責
は
、
防
衛
行
政
担
当
省
の
長
と
し
て
、
関
係
省
庁
と
調
整
し
、
国
会
で
防
衛
関
連
法
案
を
成
立
さ
せ
、
予
算
を
確
保
し
、
防
衛
力
を
整

備
す
る
。 
さ
ら
に
防
衛
大
臣
は
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
策
定
に
あ
た
り
防
衛
専
門
的
見
地
か
ら
意
見
具
申
し
、
必
要
な
情
報
要
求
を
出
し
て
国
防
戦
略
を
策
定
し
、

防
衛
諸
計
画
作
成
の
指
針
を
示
し
て
制
服
自
衛
官
に
対
し
防
衛
戦
略
の
策
定
を
命
ず
る
な
ど
、
自
衛
隊
の
指
揮
運
用
（
軍
令
）
の
基
本
と
な
る
事
項
を
的
確
に
指
導

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

他
方
、
有
事
の
軍
事
行
政
事
項
と
し
て
は
、
産
業
等
の
総
合
調
整
、
同
盟
国
や
支
援
国
と
の
受
入
れ
調
整
、
必
要
な
予
算
措
置
、
戦
費
調
達
、
国
家
資
源
の
動
員

施
策
、
緊
急
事
態
対
処
法
制
の
整
備
な
ど
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
国
家
的
基
盤
の
造
成
が
急
務
と
な
る
。 

シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
に
あ
る
防
衛
大
臣
は
、
政
治
が
軍
事
に
示
す
べ
き
こ
と
を
平
時
、
有
事
を
問
わ
ず
、
適
時
適
切
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

例
え
ば
、
国
防
戦
略
情
報
収
集
上
の
主
た
る
情
報
要
求
、
対
処
す
べ
き
主
要
脅
威
、
戦
略
的
に
重
視
す
べ
き
正
面
と
事
態
、
そ
れ
ら
の
間
の
優
先
順
位
、
我
の
損
害

の
許
容
限
度
、
予
想
す
る
戦
争
の
期
間
、
開
始
と
終
結
の
条
件
及
び
態
勢
な
ど
を
的
確
に
示
す
こ
と
が
、
政
治
に
よ
る
軍
事
行
動
統
制
の
要
諦
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
平
時
、
有
事
を
問
わ
ず
、
防
衛
大
臣
の
果
た
す
べ
き
職
責
は
き
わ
め
て
広
範
多
岐
か
つ
重
大
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
を
直

接
指
揮
監
督
す
る
余
裕
な
ど
な
く
、
そ
れ
ば
か
り
に
重
き
を
置
く
訳
に
は
行
か
な
い
。 

ま
た
自
衛
隊
の
指
揮
監
督
に
つ
い
て
は
、
本
来
「
餅
は
餅
屋
」
で
軍
事
専

門
家
で
あ
る
制
服
自
衛
官
に
委
任
し
、
委
任
さ
れ
た
制
服
自
衛
官
は
誠
実
か
つ
献
身
的
に
こ
れ
に
応
え
る
と
い
う
相
互
の
立
場
の
尊
重
と
信
頼
関
係
が
確
立
さ
れ
な

い
限
り
成
り
立
た
な
い
。 

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
欧
米
民
主
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
主
旨
を
も
踏
ま
え
、
国
防
大
臣
は
参
謀

長
を
通
じ
て
軍
隊
を
指
揮
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

○ 

防
衛
大
臣
の
自
衛
隊
の
指
揮
監
督
権
を
乱
用
し
た
過
剰
な
介
入
は
禁
物 

… 

過
去
の
過
ち
に
学
べ 

 
 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
マ
ク
ナ
マ
ラ
長
官
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
け
る
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ト
長
官
な
ど
、
国
防
長
官
の
果
た
す
べ
き
職
責
を
見
失
い
、
軍
隊
の
指
揮

に
過
度
に
、
ま
た
細
部
に
わ
た
っ
て
介
入
し
失
敗
し
た
例
は
数
多
い
。 
防
衛
大
臣
は
、
任
す
べ
き
は
任
せ
、
自
ら
が
為
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
大
臣
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
に
専
念
し
、
地
位
と
職
責
に
相
応
し
い
大
所
高
所
に
立
っ
て
指
揮
監
督
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
が
、
国

家
の
防
衛
と
い
う
重
責
を
全
う
す
る
真
の
道
で
あ
る
。 

 

○ 

結 

論 

以
上
ま
と
め
る
と
、
自
衛
隊
運
用
上
の
指
揮
系
統
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
防
衛
大
臣
、
次
い
で
統
合
幕
僚
長
を
通
じ
て
統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
に
至
る
こ
と
と

す
る
。 

ま
た
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
対
す
る
防
衛
大
臣
の
指
揮
監
督
権
は
、
現
行
通
り
陸
海
空
幕
僚
長
を
通
じ
て
行
う
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。 
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（
社
）
日
本
郷
友
連
盟 
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